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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月12日(2016.10.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ナトリウム利尿ペプチド、利尿ペプチドまたは血管拡張性ペプチドを含む、心血管症候
を治療する医薬組成物であって、該組成物が、ナトリウム利尿ペプチド、利尿ペプチドま
たは血管拡張性ペプチドを、それを必要とする患者に、前記患者の臨床評価の２４時間以
内に投与することを含む心血管症候を治療する方法のために使用される、前記医薬組成物
。
【請求項２】
　前記方法が、前記ナトリウム利尿ペプチドを、それを必要とする患者に、前記患者の臨
床評価の２０時間以内に投与することを含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記方法が、前記ナトリウム利尿ペプチドを、それを必要とする患者に、前記患者の臨
床評価の８時間以内に投与することを含む、請求項１に記載の医薬組成物。
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【請求項４】
　前記ナトリウム利尿ペプチドが、心房性ナトリウム利尿ペプチド（ＡＮＰ）、脳ナトリ
ウム利尿ペプチド（ＢＮＰ）、ネシリチド、Ｃ－タイプナトリウム利尿ペプチド（ＣＮＰ
）、マンバ属（Dendroaspis）ナトリウム利尿ペプチド（ＤＮＰ）およびウロジラチンか
らなる群から選択される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記ナトリウム利尿ペプチドがウラリチドである、請求項１から４のいずれかに記載の
医薬組成物。
【請求項６】
　前記心血管症候が心不全、急性心不全、慢性心不全、うっ血性心不全、急性非代償性心
不全、心臓の異常な体液蓄積、心筋浮腫、呼吸困難である、請求項１に記載の医薬組成物
。
【請求項７】
　前記心血管症候が急性非代償性心不全である、請求項１から６のいずれかに記載の医薬
組成物。
【請求項８】
　前記ナトリウム利尿ペプチドが静脈内投与される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記ナトリウム利尿ペプチドが１２時間から１２０時間の間の期間に投与される、請求
項８に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記ウロジラチンが少なくとも７．５ｎｇ／ｋｇ／分の速度で投与される、請求項４に
記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記ウロジラチンが２００ｎｇ／ｋｇ／分の速度で投与される、請求項４に記載の医薬
組成物。
【請求項１２】
　前記ウロジラチンが１５ｎｇ／ｋｇ／分の速度で４８時間の期間投与される、請求項４
に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記血管拡張性ペプチドがリラキシンである、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　前記投与が心筋の細胞死を阻止または最小化する、請求項１から１３のいずれかに記載
の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記投与が、心筋の細胞死を、Ｃ－反応性タンパク質、ＴＮＦ－α、ＩＬ－１β、エン
ドセリン－１またはガレクチン－３から選択される１つまたは複数の因子の存在下で阻止
または最小化する、請求項１４に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　前記投与が、心筋細胞のニトロシル化を阻止または最小化する、請求項１から１５のい
ずれかに記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　前記投与が、心筋細胞のニトロシル化を、Ｃ－反応性タンパク質、ＴＮＦ－α、ＩＬ－
１β、エンドセリン－１またはガレクチン－３から選択される１つまたは複数の因子の存
在下で阻止または最小化する、請求項１６に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　更に、マンニトールを含む、請求項１から１７のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　前記マンニトールが、前記ナトリウム利尿ペプチド、利尿ペプチドまたは血管拡張性ペ
プチドの濃度より２～９倍高い濃度で前記医薬組成物に存在する、請求項１８に記載の医
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薬組成物。
【請求項２０】
　前記マンニトールが、前記ナトリウム利尿ペプチド、利尿ペプチドまたは血管拡張性ペ
プチドの濃度より８倍高い濃度で前記医薬組成物に存在する、請求項１９に記載の医薬組
成物。
【請求項２１】
　心血管症候の治療を必要とする患者の臨床評価の２４時間以内に該患者の心血管症候を
治療するための医薬の製造における、ナトリウム利尿ペプチド、利尿ペプチドまたは血管
拡張性ペプチドの使用。
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